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子
牛
の
初
競
り
が
１
月
８
日
～

９
日
、
本
宮
市
の
福
島
県
家
畜
市
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
、
蓬
田
支
部
・
小
平

支
部
あ
わ
せ
て
57
頭
の
子
牛
が
出

場
し
ま
し
た
。２
日
間
の
競
り
値
平

均
価
格
は
57
万
円
で
し
た
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
等
の
影
響
で

生
産
者
の
経
営
が
厳
し
い
中
、
活
発

な
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
村
で
生
産
さ
れ
た
県
の

基
幹
種
雄
牛「
隆
福
久
」の
子
牛
も

２
頭
出
場
し
ま
し
た
。

　

マ
ー
レ
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ

ジ
ャ
パ
ン（
株
）平
田
工
場
の
半
谷
喜
吉

工
場
長
が
12
月
26
日
、
役
場
を
訪
れ
社
会

福
祉
協
議
会
と
N
P
O
法
人
が
ん
ば
ろ

う
会
に
寄
附
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
同
工
場
の
安
全
衛

生
委
員
会
が
年
間
行
事
の
一
つ
と
し
て

行
っ
て
い
る
入
札
形
式
バ
ザ
ー
の
収
益

金
や
、
従
業
員
か
ら
の
募
金
を
集
め
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
12
月
31
日
に
任
期
を
終
え

た
三
本
松
公
平
さ
ん（
小
平
）と
白
石
秀

子
さ
ん（
鴇
子
）が
、
こ
の
度
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、国
民
の
基
本
的
人

権
を
守
り
、人
権
が
大
切
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
す
る
、住
民

の
方
々
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、人
権
に
関
す
る
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
人

権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

あ
た
た
か
い
寄
附
に
感
謝

尊
重
し
合
う
社
会
の

実
現
に
向
け
て

新
年
の
幕
開
け
を
告
げ
る

初
競
り
！

人権擁護委員
白石　秀子さん

人権擁護委員
三本松公平さん

　

村
内
各
地
の
田
畑
で
大
切
に
育
て
た

米
や
野
菜
、
果
実
な
ど
が
野
生
動
物
に

よ
り
荒
ら
さ
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。特
に
イ
ノ
シ
シ
が
原
因
だ
と
思
わ

れ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
、村
内
の
ほ
ぼ

全
域
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
任

命
し
て
銃・
わ
な
等
を
利
用
し
て
有
害
鳥

獣
の
駆
除
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
農
地
や
山
林
を
所
有
す
る
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
が

田
畑
に
侵
入
し
な
い
よ
う「
電
気
牧
柵
」

設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。補
助
条
件
、
補
助
限
度
額
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
産
業
建
設
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
５
５ -

３
１
１
６
）

有
害
鳥
獣
の
駆
除
活
動
に

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
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　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災の
発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的として、毎年この時期に実施しています。

春季全国火災予防運動のお知らせ
３月１日（土）～７日（金）実施期間

令和７年

　この地震により、石川県輪島市で焼損棟数約240棟、焼失面積約49,000
㎡という大規模な火災が発生しました。本火災の教訓を踏まえ、地震火災対
策の推進が緊縛の課題となっています。特に、近年の大規模地震において
は、電気に起因する火災が多く発生していることから、地震時の電気火災
リスクを低減するため、感震ブレーカー等の設置を検討お願いします。

出典：消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/） 石川消防署平田分署　☎0247-55-2213

令和６年能登半島地震発生から１年が経過しました。
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